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免責事項

本資料は当社の一般的な製品の内容を概説することを目的としています。

参考情報であり、掲載されている情報は予告なしに変更されることがあります。

情報提供を目的としており、いかなる契約にも組み込む事はできません。

資料、コード、機能を提供することを約束するものではなく、意思決定を下す際に依存するものではあり
ません。

Anaplan社は本資料の内容についていかなる保証も致しません。

また、本資料の内容に関するいかなる損害についても責任を負いかねます。

Anaplanの製品について説明されている機能または機能の開発、リリース、およびそのタイミングは
Anaplan社独自の裁量に委ねられます。

本資料とAnaplan社の正式発表に内容が異なる場合は正式発表の内容が優先されます。
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本資料の目的

本資料は、Cloudworksを使用してAWS S3と連携を行ううえでの検証環境構築手順について記載しています。

なかでも特にAWS S3環境を個人アカウントで準備する部分の手順を手厚くしています。

Cloudworks⇔AWS S3連携を用いたソリューションを検討する際、専用の動作環境がない場合は、本資料に則り
個人で検証環境を準備し、動作検証を実施することを検討してみてください。

オンプレミス

クラウド

.CSV / .TXT

CloudWorks

本資料の記載範囲
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前提

AWSアカウントを作成済であることを前提とします。
未作成の場合、下記のWebサイトの内容に沿って作成してください。（15～20分程度で作成可能）
AWS アカウント作成の流れ【AWS 公式】 (amazon.com)

https://aws.amazon.com/jp/register-flow/
https://aws.amazon.com/jp/register-flow/
https://aws.amazon.com/jp/register-flow/
https://aws.amazon.com/jp/register-flow/
https://aws.amazon.com/jp/register-flow/
https://aws.amazon.com/jp/register-flow/
https://aws.amazon.com/jp/register-flow/
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AWS設定手順 ユーザー作成

AWSにはルートユーザーとIAMユーザーという2種類のアカウントがあります。

ルートユーザーはAWSを利用する際に最初に作成するアカウントで、AWSが提供する全てのサービスやリソースにアクセ
ス可能な権限を持つユーザーです。

IAMユーザーは、AWSサービスの権限が設定されたユーザーのことで、IAMユーザー毎に利用出来るサービスに制限を
掛けることが可能となります。

ルートユーザーはAWSの全ての機能を利用出来るため便利ではありますが、権限が強すぎるため日常のタスクを遂行す
るには非推奨とされており、あくまで業務にはIAMユーザーを利用することが推奨されています。

このトピックではIAMユーザーの作成方法を記載します。

IAM ID (ユーザー、ユーザーグループ、ロール) - AWS Identity and Access Management (amazon.com)

重要
日常的なタスクには、ルートユーザーを使用しないことを強くお勧めします。ルートユーザーの認証情報を保護し、それら
を使用してルートユーザーのみが実行できるタスクを実行します。ルートユーザーとしてサインインする必要があるタスクの
完全なリストについては、「ルートユーザー認証情報が必要なタスク」を参照してください。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/IAM/latest/UserGuide/id.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/IAM/latest/UserGuide/id.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/IAM/latest/UserGuide/id.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/IAM/latest/UserGuide/id.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/IAM/latest/UserGuide/id.html
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AWS設定手順 ユーザー作成

ルートユーザーとしてログイン
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AWS設定手順 ユーザー作成

サービスメニューの中から「セキュリティ、ID、およびコンプライアンス」を選択し、さらに「IAM」を選択
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AWS設定手順 ユーザー作成

ダッシュボードメニューの中から「ユーザーグループ」を選択し、右側のペインに表示される「グループを作成」ボタンを押下
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AWS設定手順 ユーザー作成

ユーザーグループ名に任意の名称を入力
※英数字と一部の記号の組み合わせ、最大128文字の文字列。大文字小文字の区別あり。
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AWS設定手順 ユーザー作成

ユーザーグループページを下にスクロールすると、「許可ポリシーを添付 – オプション」エリアがある。
ポリシー名「AmazonS3FullAccess」にチェックをつけて、ページ下部にある「グループを作成」ボタンを押下。
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AWS設定手順 ユーザー作成

ユーザーグループが正しく作成されると、下図のようなメッセージが表示される。
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AWS設定手順 ユーザー作成

ダッシュボードメニューの中から「ユーザー」を選択し、右側のペインに表示される「ユーザーの作成」ボタンを押下
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AWS設定手順 ユーザー作成

ユーザー名に任意の名称を入力、「AWSマネジメント・・・」にチェックを入れて、IAMユーザーを作成しますを選択。
パスワード設定をして「次へ」を押下
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AWS設定手順 ユーザー作成

「ユーザーをグループに追加」を選択し、作成したユーザーグループを選択して「次へ」ボタンを押下
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AWS設定手順 ユーザー作成

設定内容を確認のうえ、「ユーザーの作成」ボタンを押下
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AWS設定手順 ユーザー作成

IAMユーザーが正しく作成されると、下図のようなメッセージが表示される。
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AWS設定手順 アクセスキーの作成

アクセスキーは、IAMユーザーの認証情報の１つです。

IAMユーザーの認証情報には、AWSマネージメントコントロールにログインするときのユーザー名/パスワードに加えて、
AWSサービスへのAPI操作が可能なアクセスキーID/シークレットアクセスキーが存在します。
（アクセスキーID/シークレットアクセスキーの２つを合わせてアクセスキーと呼びます）

CloudworksからAWSへ接続する際には、後者のアクセスキーを使用します。

このトピックではアクセスキーの作成方法を記載します。

IAMユーザーの認証情報として、
アクセスキーを利用
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AWS設定手順 アクセスキーの作成

「ユーザー」メニューより、作成したIAMユーザーをクリック
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AWS設定手順 アクセスキーの作成

セキュリティ認証情報タブを選択し、「アクセスキーを作成」を押下
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AWS設定手順 アクセスキーの作成

「ローカルコード」を選択して、「上記のレコメンデーション・・・」にチェックを入れて、「次へ」を押下
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AWS設定手順 アクセスキーの作成

「アクセスキーを作成」を押下
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AWS設定手順 アクセスキーの作成

アクセスキーが正しく作成されると、下図のようなメッセージが表示される。
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AWS設定手順 バケットの作成

バケットは、AWS S3における論理コンテナです。（NASでいうところのドライブ直下のフォルダみたいなイメージ）
バケットにオブジェクト(ファイルに相当)を格納して使用することになります。バケットの中にフォルダを作成することもできま
す。

CloudworksからAWSへ接続する際には、バケット名称を指定する必要があります。

このトピックではバケットの作成方法を記載します。
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AWS設定手順 バケットの作成

AWSマネジメントコンソールの検索ボックスを使用して「S3」を検索、主要な機能から「バケット」を選択
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AWS設定手順 バケットの作成

「バケットを作成」ボタンを押下
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AWS設定手順 バケットの作成

バケット名に任意の名称入力し、リージョンを選択、画面下部にある「バケットを作成」を押下
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AWS設定手順 バケットの作成

バケットが正しく作成されると、下図のようなメッセージが表示される。
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AWS設定手順 まとめ

IAMユーザー作成、アクセスキーの作成、バケット作成、ここまでの設定作業が終われば、CloudworksからAWS S3
への連携操作はできるようになります。

ただ、一定期間とはいえ個人アカウントを使用する場合、意図せぬことが起こらないようにケアする必要があります。
無償利用枠を超えて使用してしまい、意図せず課金が発生してしまうといったことはよくあるようです。

AWS S3の無償利用枠は、5GBまでのオブジェクト保存です。（12か月間無料）
5GBを超過したタイミングで課金が発生します。
無駄なコストが発生しないように下記のWebサイトに基づいて各種設定を行うことをおすすめします。

【資料公開】AWSアカウントで最初にやるべきこと ～2022年6月版～ | DevelopersIO (classmethod.jp)

• ログ・モニタリング

• セキュリティ

• 契約・コスト

https://dev.classmethod.jp/articles/aws-baseline-setting-202206/
https://dev.classmethod.jp/articles/aws-baseline-setting-202206/
https://dev.classmethod.jp/articles/aws-baseline-setting-202206/
https://dev.classmethod.jp/articles/aws-baseline-setting-202206/
https://dev.classmethod.jp/articles/aws-baseline-setting-202206/
https://dev.classmethod.jp/articles/aws-baseline-setting-202206/
https://dev.classmethod.jp/articles/aws-baseline-setting-202206/
https://dev.classmethod.jp/articles/aws-baseline-setting-202206/
https://dev.classmethod.jp/articles/aws-baseline-setting-202206/
https://dev.classmethod.jp/articles/aws-baseline-setting-202206/
https://dev.classmethod.jp/articles/aws-baseline-setting-202206/
https://dev.classmethod.jp/articles/aws-baseline-setting-202206/
https://dev.classmethod.jp/articles/aws-baseline-setting-202206/
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Cloudworks設定

下図は、Connections設定のイメージです。
Access Key ID,Secret access keyにはAWSで作成したアクセスキーを、
BucketにはAWSで作成したバケット名を設定します。
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Cloudworks設定

下図は、IntegrationsでExport設定を行うイメージです。
ConnectionにはConnectionsで作成した接続情報の名称を、
Data targetにはAWSで作成したバケット名を設定します。
※AWS S3ではバケットの中にフォルダを作成することができます。フォルダを格納先として指定する場合はフォルダの名
称を設定します。
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Cloudworks実行サンプル

下図は、作成済みのIntegrationsの実行イメージです。
（AWS S3に対してCSVファイルを１つエクスポートするアクションをキックしています。）
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Cloudworks実行サンプル

Integrationsを実行した結果、AWS S3のバケット内にCSVファイルが作成されています。
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AWS S3 オブジェクト削除方法

もし一時的にAWS S3の個人環境へ、本番データもしくは本番に近しいデータを保存するようなことがあった場合、
以下の手順でS3からデータを削除し、画面キャプチャを疎明資料としてお客様へ提出するようにしましょう。

1.削除対象のオブジェクトを選択し、「削除」ボタンを押下 2.“完全に削除”と手入力し、「オブジェクトの削除」ボタンを押下

3.正常に削除された場合、下図のメッセージが表示される
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AWS S3 アラートメール

AWS S3の無償利用枠(5GB)の85%を超過したときに受信するアラートメールです。
リアルタイムではないため注意が必要。
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